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はじめに 

 

 本校は明治 41(1908)年に神奈川県立第四中学校として設立され、今年で創立 114 年目を迎える歴史ある学校

です。初代の吉田庫三校長は吉田松陰の甥であり、「高い品性の涵養と修業を重ねて国家有為の人材になるこ

と」を理念として本校を立ち上げたということです。爾来 100 年以上の長きにわたり、幾多の教育課程の変遷を

経ながらもこの理念は脈々と受け継がれて現在に至っています。 

そんな本校の大きな転換点として、平成 28 年４月からスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）事業の指

定を受けたことが挙げられます。今年度無事Ⅱ期目の指定を受け、新たな取組を開始することができました。

また、本校は令和３年から５年の３年間、神奈川県教育委員会から「学力向上進学重点校エントリー校」とし

て指定されており、学力向上や進学指導にも重きを置いています。 

本校のＳＳＨⅡ期目の研究開発課題は「科学的リテラシーと国際性を有し、未知の課題を科学的に解決でき

る人材の育成」です。「科学的リテラシーと国際性を兼ね備え、自ら積極的に課題を発見し、その解決に向け

て主体的・協働的に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献し、創造力をもって解決方法を世界に向けて発信

できるリーダーの育成を図る」こと、そのために「“未知に挑む力”を育成し、自らの考えを俯瞰的に捉える

力を伸長させ、国際感覚をもった科学技術人材を目指す」ことを研究開発の目的としています。生徒たちはす

べての教科・科目における主体的・協働的な学習活動を通じて「科学的で論理的な思考力」を養い、学校設定

科目「Principia」をはじめとする探究的な学習活動を通じて科学的リテラシーと国際性を身に付けます。 

この６年間で、生徒たちの課題研究に臨む姿勢や課題解決に対する意識には大きな変容が見られました。 

昨年度から全校で「未知に、挑もう。」をスローガンに掲げ、新型コロナウイルス感染拡大という困難な状況

にありながらも、工夫を重ねながら研究開発課題達成に向けて探究活動を続けてまいりました。更に今年度か

らはⅡ期目として新たな教育課程がスタートし、全生徒が３年間探究活動に取り組むプログラムへと変わりま

した。１年生は連携している研究機関のご指導を受けながら探究活動の基礎を学び、２年生からはその学びを

基に主体的に課題研究に取り組む、ということを全体の大きな柱とし、探究活動と教科学習を循環させ相乗効

果を狙う「知の活性化」や、上級生から下級生へという「縦のつながり」を意識したカリキュラム・マネジメ

ントにより、新たなプログラムを展開してまいります。また、現在はコロナ禍の影響で思うような活動ができ

ておりませんが、いかに国際性を育成していくかについても知恵を絞りながら取組を進めているところです。 

日頃より、研究機関の皆様、地域でご協力いただいている方々には甚大なるご理解とご支援を賜り、専門的

かつ多角的な視点でご指南いただいておりますことに心より感謝申し上げます。また、教育課程開発にあたっ

ては、文部科学省をはじめ、科学技術振興機構、神奈川県教育委員会、横須賀市、運営指導委員各位にご指導

いただき厚くお礼申し上げます。 

新型コロナウイルスとの戦いは長期戦の様相を呈しており、教育活動全体が大きな影響を受けておりますが、

このような逆境を「研究テーマは至る所に存在する」と捉え、生徒たちが前向きにチャレンジしてくれること

を期待するところです。これからの世界を創り上げていくのに必要不可欠な科学的リテラシーと国際性を育成

することで、どんな難題にも果敢にチャレンジする人材を世界に送り出すことは、吉田庫三初代校長が掲げた

「国家有為の人材になる」という理念にも適うものであると信じ、更なる教育活動を展開していく所存です。

今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

神奈川県立横須賀高等学校 

校 長  海 浦 洋 子 
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Principia新旧対応とその概要

必

修

科

目

選

択

科

目

１学年設置

PrincipiaⅠ

課題研究の基礎 【４単位】

• 新入生宿泊研修

• 研究機関と連携した課題研究

• 横高アカデミア（総研大・法文系）

• ポスターセッション

• 生徒課題研究発表大会

現在のPrincipiaの概要

• PrincipiaⅠからの継続研究

(研究機関と連携した研究)

• 校内研究(物理/化学/生物/数理)

• 横高アカデミア（理工系）

• ポスターセッション

• 生徒課題研究発表大会

２学年設置

PrincipiaⅡ

課題研究の応用 【１単位】

• PrincipiaⅡからの継続研究

（研究機関と連携した研究・校内研究）

• 理数系教育活動の普及

• 学会への参加

• コンテストへの参加

• 課題研究成果の普及

３学年設置

PrincipiaⅢ

課題研究の完成 【１単位】

１学年設置

PrincipiaⅠ

• 課題研究実施に向けた準備

(校内研修の実施・研究機関配属の準備)

• 新入生宿泊研修

• ２学期以降研究機関と連携

• ポスターセッション

• 口頭発表（翌年度４月）

課題研究の基礎 【４単位】

３学年設置
Super Principia

• PrincipiaⅡからの継続研究

（研究機関と連携した研究・校内研究）

• 学会への参加

• コンテストへの参加

課題研究の発信 【１単位】

３学年設置
PrincipiaⅢ

• ２年生への助言指導

• PrincipiaⅡでの研究のまとめ

• 生徒課題研究発表大会（仮称）

• 卒業論文（仮称）の執筆

課題研究の完成 【１単位】

• ３年生と協同した学び
• PrincipiaⅠからの継続研究

(研究機関と連携した研究)

• 校内新規研究
(研究の進め方は現在検討中)

• 横高アカデミア
• ポスターセッション

２学年設置

PrincipiaⅡ
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［Ⅱ］運営指導委員会議事録 

【日時】令和３年 ９月 27 日（月）  15：30～16：50 
【場所】神奈川県立横須賀高等学校 サイエンスルーム（オンライン） 
【出席者】※敬称略 
<運営指導委員> 

〇国立大学法人東京工業大学  
科学技術創成研究院副研究院長 未来産業技術研究所所長 教授 大竹 尚登 

〇N-EM ラボラトリーズ株式会社 最高科学技術顧問 永山 國昭 
 〇国立大学法人横浜国立大学教育学部 教授 鈴木 俊彰 
 〇横須賀市教育委員会事務局 学校教育部部長 米持 正伸 
 ●欠席者 

・日本電信電話株式会社 常務執行役員 研究企画部門長 川添 雄彦 
  ・総合研究大学院大学 理事 渡辺 芳人 
<管理機関 神奈川県教育委員会> 
 〇高校教育課 課長 増田 年克 
 〇高校教育課 専任主幹兼指導主事 松澤 直子 
 〇高校教育課 指導主事 石塚 悟史  

〇高校教育課 主任主事兼指導担当主事 田中 秀樹 
<本校職員> 

校  長 海浦 洋子 
  副 校 長 野澤  惠津子 
  教  頭 小澤 美紀 
  総括教諭 柴田 治郎（数学）、佐藤 秀成（地歴公民）、龍見玄太郎（外国語）、 

平田 太一（理科） 
  教  諭 相澤  怜（理科）、大野 太幹（数学）、関口さやか（外国語）、関谷 浩太（数学） 

藤田 雅裕（外国語） 
 

【研究協議】 
 

増田高校教育課長〉 
・第Ⅱ期が採択され、今年度で６年目の取組とな
る。コロナ禍において様々な工夫をしながら取組
を進めているところである。運営指導委員の先生
方には、第Ⅱ期の取組をさらに進化するための助
言を頂けたらと思っている。 
〈校長〉 
・４月から第Ⅱ期が始まり、生徒の探究活動を止
めないよう試行錯誤しているところである。その
ような状況下で、夏に行われた SSH 生徒研究発表
会ではポスター発表賞を受賞することができた。
今年度の課題は新たなプログラムの定着と発展で
ある。ご助言を頂き、本校の SSH の取組をブラッ
シュアップしていきたい。 
 
〔実施報告書に基づく報告〕 
○PrincipiaⅠの紹介。 
・研究の意義や向き合い方、実際の様子を知らな

いままに、研究機関に配属して進んでしまうと
いう反省から、Ⅱ期目は事前研修の充実を図っ
ている。 

・探究活動の意義や研究についての認識を深める
ために、総研大・上智大の先生から講演をして
いただき、担任教諭の指導の下、地域に密着し
た課題研究を探究活動の例題として取り組んだ。 

・関心と意欲を高め、視野を広げるべく、生徒各
自が 16 の研究機関から希望する３か所を選び、
研究機関のリサーチのため見学したり、講演を
受けたり、簡単な実験を行わせて頂く機会を確
保することができた。 

・PrincipiaⅠのポスターセッションは３月に予

定されており、それを目指して研修を進める。 
・Global Village Program という国際性の育成を

目標とし、外国人留学生を招いて英語で探究活
動を行う行事を、５月に予定していたが、10 月
に延期して行う予定である。 

 
＜永山副委員長＞ 
・１年生は新プログラムだが、２，３年生は切り

替わったのか。 
・18究機関への配属に関しては、生徒 280 人を全

員配属させたのか？ 
＜柴田＞ 
・２，３年生は従来のプログラムに則って行って

いる。ただ、ポスターセッションと課題研究発
表大会の日程等がずれるので、現在調整を検討
中であり、移行期の工夫が必要である。 

＜永山副委員長＞ 
・第Ⅰ期に引き続き、独立研究は２年生以降であ

り、１年生は全員研究機関に所属させている。 
<鈴木委員＞ 
・PrincipiaⅠについて、第１希望に入れなかった

生徒のモチベーションはどうなのか。 
・卒業論文については、個人ごとなのか、グルー

ごとなのか。 
＜龍見＞ 
・モチベーションについては、まだ研究機関ごと

の生徒の集まりは１回しかしておらず、今後注
視したい。 

・３年間で一つの論文を作ろうという構想である。
１，２年は３月までポスターセッションを目標
にしてきたが、３年生では、生徒個人で、一つの
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論文を作らせたいと思っている。 
＜米持委員＞ 
・最初の５年間の第Ⅰ期では、高校３年には選択

科目としてPrincipiaⅢが設置されていた。新カ
リキュラムでPrincipiaⅢを必修化して、さらに
選択で Super Principia にした理由は何か。 

・文系志向の生徒が理系志向になってきたという
報告があったが、文系を選ぶ生徒への配慮はあ
るのか。 

・新入生に対して、SSH の内容を中学生にどのよう
に伝えていくのか。 

＜柴田＞ 
・PrincipiaⅢの必修化に関しては、単年度ごとで

途切れる指導計画を、３年間通すことで体系化
したかった。さらに、生徒主体の探究を実現す
るために、学年間の縦の繋がりを作るために
PrincipiaⅢ の 必 修 化 を 図 っ た 。 Super 
Principiaに関しては、研究者志望の学生を伸ば
していくために設置している。 

＜相澤＞ 
・探究のプロセスに文系理系の区別はなく、広く

役に立つ学習であると生徒に伝えている。 
＜龍見＞ 
・SSH の説明枠を作り学校説明会で説明している。

今年度の入学者にアンケートを実施した結果、
SSH であることを志願理由とした生徒は 10%程
度いることを把握している。 

＜米持委員＞ 
・探究活動の意義について賛同する。中学生は、

SSH の活動がどうしても理数に特化した活動で
あると思いこみそうだが、そうではないと説明
し、探究活動の意義について説明して頂きたい。 

 
〔令和３年度の取組状況と課題〕 
・PrincipiaⅢに代表される学年を超えた縦の繋

がりを重視したプログラムを実現させたいが、
令和５年度を待たずに、可能な範囲で生徒が学
年を超える機会を作っていきたい。 

・今年度はポスターセッションとオーラルセッシ
ョンを新旧カリキュラム混ぜて進行したい。今
年度（令和３年度）は２年生の発表を１年生が
見に行ける形式にしたいと考えている。 

・オンライン環境では、生徒に発表する機会を与
えて促すことで、発表・発言する能力の身長を
図ることができる。一方で質問する力の育成は
手薄になってしまいがちである。疑問を持ち質
問を出し合う環境を実現させたい。 

・来年度はＡ週・Ｂ週という２週単位の進行、70
分授業への移行がある。今後工夫していくにあ
たっての助言を頂きたい。 

＜永山副委員長＞ 
・PrincipiaⅠ,Ⅱ,Ⅲといった学年を超えた繋が

りは大切である。大学生も先輩に教わることが
多く、この発想はドイツの教育の徒弟制に似た
ところがある。どのようなところからヒントを
得たのか。 

＜柴田＞ 
・１年生で２単位、２年生で１単位と学年が上が

るにつれて、探究の時間数が減っていく現状を
何とかしたかった。 

・リーダー育成も目標にしていたのでこの形に行
きついた。 

 
＜米持委員＞ 
・３年前にポスターセッションを小学校や中学校

の生徒が見る機会があった。縦の繋がりは、横
須賀高校の中だけでなく、地域の他の人々にも
広がりうる。特に横須賀高校の生徒の取組が、
小・中学生にも伝わるような成果発表を取り入
れて頂きたい。 

＜大竹委員長＞ 
・先輩後輩の縦の繋がりによる引継ぎを欠いたこ

とで、事故につながっているようなケースもあ
り、繋がりは大切である。 

・未知に挑む気概はとても大切だと考える。 
＜永山副委員長＞ 
・横須賀高校の SSH は地域の名誉である。 
 
＜田中主任主事兼指導担当主事＞ 
・令和４年３月 22日（月）に第二回運営指導委員

会開催予定である。 
＜海浦校長＞ 
・「縦のつながり」という点を評価いただいた。生

徒が生徒を育てる姿勢が主体性の育成に繋がる
と考えて指導している。 

・未知に挑もうという生徒に多く横須賀高校に来
てもらえるよう、本校の取組を広く広報してい
く。（謝意） 

＜松澤高校教育課専任主幹＞ 
・SSH 中間評価についての結果やこれまでの委員

の助言をしっかりと受け止め、議論を重ねた結
果が見えてきたことは非常にありがたく思う。
Ⅱ期目の取組もますます発展させていただきた
い。委員の皆様には今後もご尽力いただきたい。
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